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創
学
館
高
等
学
校
は
平

成
30
年
度
に
校
名
を
「
山

形
電
波
工
業
高
等
学
校
」

か
ら
変
更
し
、
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。
平
成
22
年
度
の
入
学

者
数
は
１
２
８
名
、
在
籍

者
数
は
３
３
１
名
。
令
和

５
年
度
に
な
る
と
入
学
者

数
は
な
ん
と
２
２
４
名
お

り
、
在
籍
者
数
は
６
３
７

名
と
、
約
２
倍
の
生
徒
数

ま
で
増
加
し
ま
し
た
。
生

徒
数
が
増
加
し
た
背
景
に

つ
い
て
高
橋
校
長
は
「
創

学
館
と
い
う
校
名
を
認
知

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
周

知
活
動
に
努
め
、
様
々
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行
っ
て
き

ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

校
名
変
更
以
前
は
男
子
校

で
し
た
が
、
女
子
生
徒
に

も
入
学
し
て
も
ら
お
う
と
、

女
子
生
徒
を
前
面
に
出
し

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
の
Ｐ

Ｒ
が
奏
功
し
た
ほ
か
、
地

元
の
行
事
（
人
間
将
棋
、

天
童
夏
祭
り
、
公
民
館
行

事
）
に
積
極
的
に
参
加
し

た
り
、
工
業
系
高
校
の
強

み
を
生
か
し
た
小
学
生
向

け
の
も
の
づ
く
り
教
室
な

ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
向
け
に
夜

間
時
の
歩
行
に
便
利
な
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
も
喜
ば
れ
て
い
る
事
業

で
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
が
地
域
に
浸
透
し
、
学

校
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。
地
道
な
活
動
が
実

を
結
ん
だ
形
で
す
。

▼
森
谷
仙
一
郎

　

今
年
の
猛
暑
で
米
沢
市

立
第
三
中
学
校
の
女
子
生

徒
が
、
下
校
途
中
に
熱
中

症
の
疑
い
で
救
急
搬
送
さ

れ
、
そ
の
ま
ま
亡
く
な
る

と
い
う
大
変
痛
ま
し
い
事

故
が
あ
っ
た
。
人
口
減
少

に
伴
い
、
集
団
登
校
が
厳

し
い
状
況
で
一
人
き
り
で

通
学
し
て
い
る
児
童
生
徒

が
多
い
中
、
児
童
生
徒
の

登
下
校
時
の
安
全
対
策
と

し
て
、
県
教
育
委
員
会
で

は
ど
の
よ
う
な
支
援
を
考

え
て
い
る
か
。

▼
教
育
長

保
護
者
や
地
域
住
民
な

ど
約
１
万
７
０
０
０
人
の

方
々
に
学
校
安
全
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
登
録
し
て

い
た
だ
き
、
子
ど
も
の
登

下
校
の
見
守
り
や
危
険
箇

所
の
監
視
活
動
な
ど
を
行

っ
て
い
る
。
今
年
度
は
、

７
月
下
旬
に
米
沢
市
で
発

生
し
た
熱
中
症
疑
い
に
よ

る
死
亡
事
案
を
受
け
て
、

異
常
と
も
い
え
る
猛
暑
の

中
で
の
登
下
校
時
の
安
全

確
保
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
各
市
町
村
に
お
け
る

安
全
確
保
の
取
り
組
み
や

課
題
、
ニ
ー
ズ
な
ど
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。

　

少
子
化
な
ど
に
伴
い
、

児
童
生
徒
が
一
人
で
通
学

せ
ざ
る
を
得
な
い
地
域
が

増
加
し
て
い
る
中
で
、
猛

暑
や
頻
発
す
る
ゲ
リ
ラ
豪

雨
な
ど
命
の
危
険
に
か
か

わ
る
異
常
気
象
や
不
審
者

な
ど
、
登
下
校
時
の
安
全

対
策
の
必
要
性
が
さ
ら
に

高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。
県
教
育
委

員
会
と
し
て
は
市
町
村
教

育
委
員
会
の
話
を
丁
寧
に

聞
き
な
が
ら
、
県
警
察
や

県
防
災
く
ら
し
安
心
部
な

ど
関
係
部
局
と
連
携
の
も

と
、
児
童
生
徒
の
安
全
対

策
の
さ
ら
な
る
充
実
に
つ

い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

●将来に向けたサクランボ生産振興策について言及
▼森谷仙一郎
サクランボ王国やまがたを維持していくため抜本的な

対策が必要だ。サクランボ栽培、販売、消費者の喜ぶ笑
顔のため、新規参入者や栽培規模を拡大する担い手を育
てていく責任が県にあると思う。次世代につないでいく
施策を講じていくこと（公共事業としての扱い）が必要
ではないか。
▼農林水産部長
将来に向けては、作業の安全性を高め、担い手が無理

なく規模を拡大し、高齢者も新規就農者も安心して経営
に参加できる産地を目指し、３つの観点から取り組みを
進める。
　１つ目は、経営規模の拡大への取り組み。本県のサク
ランボ生産を維持・発展させるためには、家族経営に加え、
新規就農者の受け皿にもなり得る、法人化や経営多角化
に取り組む大規模経営体を育成することが重要。
　２つ目は、少ない労働力で、高い技術を持たなくても
規模拡大を進めることが可能となる栽培技術の導入。草
刈りロボットの実証展示や導入支援などを行っている。
　３つ目は、将来に向けた革新的な技術の開発。県では
この８月に若手技術職員らによる「未来さくらんぼ研究
会」を発足させ、若手生産者を巻き込みながら、霜や高
温に対応した安全性の高い次世代型雨よけハウスや、果
樹経営の大規模化に向けた検討、未来の品種や新たな栽
培方法の開発などについて、既成概念に捉われない自由
な発想で研究する取り組みをスタートさせた。

●サクランボ生産を支える人材確保の現状は
▼森谷仙一郎
サクランボ栽培農家は年々減っている状況。さらに農

家も高齢化しており、早朝からの収穫作業、仕分け作業、
パック詰めなど人手確保も大変だ。スマホアプリを活用
した労働力確保にも県は取り組んでいるが、私の知る範
囲だと高齢の生産者は利用していない。サクランボ生産
維持のため、労働力確保にどのように取り組んでいくの
か。
▼農林水産部長
　「やまがた農業ぷちワーク」として、１日単位でアルバ
イト募集ができる１日農業バイトアプリ「デイワーク」
を活用し、会社員や学生、子育て中の女性が空いた時間で、
アルバイトとして従事できるツールの利用拡大を図った。
一方で、求人側で60歳以上の農業者の利用が少ないた

め、今年度からＪＡが主体となり、スマホ教室を開催し
てデイワークの周知やアプリの操作方法を学ぶ機会を提
供している。

　予算特別委員会で９月29日、質問の機会をい
ただき、農業、経済、教育などの分野で質問し
ました。今号では一部抜粋して掲載いたします。

　

県
内
公
立
高
校
の
令
和

４
年
度
の
志
願
者
倍
率
は

０
・
81
倍
で
、
産
業
高
校

の
志
願
者
は
さ
ら
に
落
ち

込
ん
で
お
り
、
同
０
・
７

倍
ほ
ど
で
す
。
以
前
、
当

紙
で
も
公
立
高
校
の
定
数

割
れ
問
題
に
つ
い
て
提
起

し
ま
し
た
。
当
然
な
が
ら

生
徒
数
の
減
少
が
大
き
な

要
因
を
占
め
ま
す
が
、
県

立
高
校
の
健
全
経
営
を
考

え
る
と
良
い
状
態
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

天
童
高
校
の
志
願
者
倍

率
は
定
員
を
１
ク
ラ
ス
減

ら
し
て
１
・
１
倍
ほ
ど
。

総
合
学
科
と
し
て
の
特
色

を
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く

広
報
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
ど
う
し
て
も

県
都
山
形
市
に
流
れ
る
生

徒
が
多
く
、
周
辺
の
公
立

高
校
は
生
徒
の
志
願
に
苦

労
し
て
い
る
状
況
で
す
。

公
立
高
校
の
志
願
者
が
減

る
な
か
、天
童
市
の
私
学
・

創
学
館
高
等
学
校
へ
の
志

願
者
が
際
立
っ
て
多
い
状

況
で
す
。
同
校
の
高
橋
健

二
校
長
と
意
見
交
換
し
ま

し
た
。

創学館高等学校の高橋健二校長と意見交換

９月定例会予算特別委員会で質問

志
願
者
右
肩
下
が
り

魅
力
あ
る
学
校
Ｐ
Ｒ
が
不
可
欠

児
童
生
徒
の
登
下
校
時
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

校
名
変
更

「
創
学
館
」

生
徒
数
２
倍
に
増
加

山形県議会９月定例会予算特別委員会

県
内
公
立
高

２0２3年（令和5年）11月


